
◎
泉
南
市
の
歴
史 

泉
南
市
に
は
古
い
歴
史
や
文
化
が
あ
り
ま
す
。
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
、
旧
石
器
時
代
の
石
器
、
縄
文

土
器
、
弥
生
土
器
、
銅
鐸
、
古
代
寺
院
の
瓦
等
々
、

た
く
さ
ん
の
歴
史
的
な
遺
物
が
出
土
し
ま
す
。
今
昔

物
語
、
日
本
霊
異
記
、
熊
野
御
幸
記
な
ど
の
古
文
書

に
も
泉
南
市
に
あ
る
土
地
が
登
場
し
ま
す
。
神
武
東

征
伝
、
平
家
の
落
人
伝
説
、
戦
国
時
代
の
根
来
衆
の

お
話
、
そ
の
他
、
地
域
に
伝
わ
る
不
思
議
な
昔
話

等
々
、
伝
承
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

◎
泉
南
市
の
自
然 

 
泉
南
市
に
は
、
豊
か
な
自
然
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
ホ
タ
ル
。
清
流
に
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
、
田
ん
ぼ
に

生
き
る
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
、
森
に
住
む
ヒ
メ
ボ
タ
ル
、

昆
虫
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
砂
浜
に
は
ウ
ミ
ボ
タ
ル

が
生
息
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
貴
重
な
自
然

が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。 

◎
泉
南
市
を
伝
え
よ
う
！ 

子
ど
も
達
が
自
信
を
持
っ
て
郷
土
を
誇
れ
る
よ

う
、
泉
南
市
の
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

み
ん
な
で
郷
土
の
こ
と
を
考
え
、
泉
南
市
を
知
る
こ

と
が
街
づ
く
り
の
礎
と
な
り
ま
す
。
伝
え
る
か
ら
に

は
面
白
く
伝
え
た
い
も
の
で
す
。 

◎
世
代
を
超
え
て
楽
し
も
う
！ 

 

夏
休
み
向
け
に
、
何
か
出
来
な
い
か
と
の
意
見
が

出
ま
し
た
。
例
え
ば
、
泉
南
市
の
歴
史
文
化
自
然
を

題
材
と
し
た
「
自
由
研
究
お
助
け
隊
」
み
た
い
な
も

の
。
世
代
を
超
え
て
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
内
容
で
。

来
年
の
夏
休
み
に
向
け
て
検
討
し
ま
し
ょ
う
。 

◎
あ
な
た
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

泉
南
市
に
は
、
面
白
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
料
理
で
言
え
ば
豊
か
な
食
材
で
す
。
次
は
料
理

人
で
す
。
そ
う
！
あ
な
た
が
料
理
人
で
す
！
サ
ロ
ン

に
参
加
し
て
、
み
ん
な
で
泉
南
市
を
楽
し
く
美
味
し

く
し
ま
し
ょ
う
！ 
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七
月
二
十
四
日
（
火
）
平
成
三
十
年
度
第
四
回
「
泉

南
・
市
民
ま
ち
づ
く
り
サ
ロ
ン
」
が
泉
南
市
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
八
名
（
市
民
五
名
、
職
員

三
名
）
の
参
加
で
サ
ロ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

【
共
催
：
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
】 

七
月
に
な
り
毎
日
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
今
回
の
サ

ロ
ン
は
、
泉
南
街
道
物
語
の
第
二
弾
【
海
会
寺
編
】
の

お
話
し
か
ら
、
歴
史
文
化
・
自
然
環
境
の
お
話
し
ま
で
、

幅
広
く
泉
南
市
の
話
題
が
で
ま
し
た
。
泉
南
市
に
は
興

味
深
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
多
く
の
方
が

気
づ
い
て
い
な
い
だ
け
で
は
。
泉
南
市
の
お
も
し
ろ
い

と
こ
ろ
、
一
緒
に
探
し
ま
し
ょ
う
！ 

 ◎
「
泉
南
街
道
物
語
海
会
寺
編
」 

 

次
回
の
「
泉
南
街
道
物
語
」
は
【
新
家
編
】
に
続
き
、

信
達
大
苗
代
地
区
の
古
代
寺
院
跡
【
海
会
寺
編
】
で
す
。

九
月
十
八
日
（
火
）
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
す
。
前
半
で
郷
土
史
に
詳
し
い
市
民
の
方
か

ら
解
説
、
後
半
は
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
及
び
海
会
寺

跡
の
見
学
、
泉
南
の
古
代
に
想
い
を
馳
せ
ま
す
。 

泉
南
市
に
は
何

で
も
あ
る
よ
！ 

＊
泉
南
市
の
盆
踊
り
＊ 

お
盆
に
は
、
泉
南
市
の
各
地
区 

で
盆
踊
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
同 

じ
市
内
で
す
が
、
地
区
に
よ
り
音 

頭
が
違
う
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ 

う
か
。
知
ら
ん
か
っ
た
な
ぁ
と
い 

う
方
が
多
い
の
で
は
。
江
州
音
頭
、
佐
野
く
ど
き
、
ソ

ー
レ
ー
サ
ー
、
な
が
ら
音
頭
な
ど
様
々
な
音
頭
が
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。
江
州
音
頭
の
発
祥
は
滋
賀
県
、
佐
野
く

ど
き
は
泉
佐
野
市
、
な
が
ら
音
頭
は
大
阪
市
の
長
柄
地

区
、
ソ
ー
レ
ー
サ
ー
は
大
坂
夏
の
陣
の
弔
い
の
踊
り
「
三

夜
踊
り
」
が
訛
っ
た
も
の
、
さ
ん
や
、
ソ
ー
レ
ー
サ
、

ソ
ー
レ
ン
サ
ン
と
も
云
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
音
頭

で
も
地
区
に
よ
っ
て
、
謡
う
節
、
踊
り
方
が
異
な
り
ま

す
。
盆
踊
り
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
伝
統
文
化
、
地

区
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
風
習
で
す
。

こ
の
夏
、
市
内
の
盆
踊
り
会
場
を
巡
っ
て
、
踊
り
の
輪

に
入
る
の
も
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 


